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●各評価対象を、自身の強みを考慮した評価軸で評価することができます。
●多面的に評価した際の特徴を一目で把握することが可能です。
●さまざまなデータに適用することが可能です。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

◎包絡分析法の概要 ◎各国住みやすさデータに対するフレームワークの適用例

近年、さまざまな分野でデータの取得・蓄積が可能となっています。だからこそ、「評価対象の特徴」を相対
的に比較した評価が重要であり、そのための分析手法が「包絡分析法」です。私たちは包絡分析法を元に
「どの項目群にどの程度の特徴があるのか」を可視化するフレームワークを開発しました。これにより、複
数の評価対象の特徴を相対的・多面的に比較した結果を、図から容易に読み解くことが可能です。

【研究シーズの概要】

●国・地方自治体・企業・大学などの組織評価
●小売業における購買データに基づく商品分析
●工数やエラー率などに基づく、プロジェクト評価

【産業界での展開・用途】

研究分野：情報学（情報学基礎）

包絡分析法を用いた
多面的評価フレームワーク

【研究シーズテーマ】
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